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TOHOKU    WE   ARE   WITH   YOU

日本、そして東北のみなさん、私たちはあなたたちと一緒にいます
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市民のみなさんへ
　去る３月 11 日、午後２時 46 分に発生した東北地方太平洋沖地震は、国内観測史上最大級の
マグニチュード 9.0 を記録し、東北関東の太平洋沿岸地域では、地震や大津波、原子力災害などに
より、甚大な被害を受けています。
　亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災されたみなさまに心から
お見舞いを申し上げます。
　大仙市では、地震発生後、直ちに災害対策本部を立ち上げ対応にあたってきました。市内では、
最大で震度５強を観測し、直後から停電、断水となったものの、幸いにも大きな被害はなく、
翌日の夜には大部分が復旧しています。
　市では、市内の安全を確認した後、翌々日の 13 日から、対策本部として被災者の安否確認相談
や義援金の募金活動を開始するとともに、被災地へ救援物資を輸送するための準備を始めました。
　県・関係市町村と連携を取りながら、災害時応援協定を結んでいる国道 107 号を軸とした
北東北地域連携軸構想推進協議会（大船渡市・釜石市・北上市など）ならびに国道 46 号を軸とした
秋田・岩手地域連携軸推進協議会（盛岡市・宮古市など）の被災自治体を中心に、13 日から 25 日
までに計７回にわたり、市の災害備蓄品や市民のみなさん、地元企業からいただいた物資や燃料
などを届けており、今後も継続して輸送することとしています。
　また、18 日からは、正式に「避難者サポートセンター」を大曲武道館に設置し、避難者の受け入れ
および生活相談を始めています。市営住宅や雇用促進住宅への即時入居やホテル・旅館など宿泊
施設の手配、市民のみなさんからの申し出によるホームステイ受け入れの調整、生活必需品や医療
の提供、災害見舞金の給付、無利子の生活資金の貸し付けなどを行っており、23 日現在で 25 世帯
79 人の方々を受け入れています。
　一方、大曲仙北広域消防では、地震発生当日からこれまで５次にわたり 70 人が緊急消防援助隊
として被災地で消火活動や救助活動を行っており、現在も救急隊を中心に活動を続けています。
　加えて、発災から８日過ぎた 19 日からは、津波等で亡くなられた方々のご遺体について、市内
３カ所の斎場で、寺院、葬儀社、生花店などのご協力をいただきながら、丁重に荼

だ

毘
び

に付しています。
　現在、懸命に復旧作業を進めている被災地が復興にいたるまでは、計り知れない時間と労力が
かかると考えられることから、市では、22 日に災害対策本部を「被災地・被災者支援本部」に切
り替え、長期的に継続して支援することとしています。
　また、今後、被災地が復興に向かう段階で、さまざまな分野でボランティアの力が必要となります。
市では、現在、市民のみなさんからボランティアを募集し、関係機関と連携を取りながらボランティアの
みなさんが被災地で最大限力を発揮できるよう準備を進めています。
　いまだ余震が続き予断を許さない状況が続いていることや、電力不足や物流が滞っていること
などにより企業活動が停滞しているなど、普段の生活に戻るには、まだ相当の時間がかかるもの
と考えられます。市民のみなさんには、被災者・被災地の心情を思い、冷静に行動していただき
ますようお願いしますとともに、被災地における物資や燃料不足を解消するため、今の生活の中で
できることから節約に取り組んでいただきますようお願いします。
　市では、この度の未曾有の災害を日本全体の危機として捉え、被災地の復興のため同じ東北の仲間
としてできる限りの支援をしてまいりますので、みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　平成 23 年３月 25 日

　　　　　　　大仙市長　　栗  林   次  美

がんばろう東北
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着物のリメークで心を癒し　そして心を紬ぎます

リフォーム工房「心
こ こ ろ

紬
つ む ぎ

」

【問い合わせ】
北楢岡船戸558（道の駅かみおか後ろ）

☎ 0187-72-2610
※9:00〜 16:00（土日定休）

着物古着や洋服をリメークして新たな商品を生
み出している、リフォーム工房「心紬」の素敵な

商品。あじろ編みバック、巾着、コースター、カードケ
ース、名刺入れそれぞれをプレゼントします。
　着物や帯をメーンに古着をドレスやスーツ、ワン
ピース、ジャケット、コート、エプロン、バック、アク
セサリーなどにリメーク。「若いときの着物をバッ
クや巾着などにして母から娘にプレゼントしたケー
スもあります」と黒川次雄代表取締役社長。リメーク
を通して心をも紬ぐ逸品です。
　古着のリフォーム以外にも、洋服の直しやオーダ
ーメードなども可能です。今の時代だから、ものを大
切にしながら心癒す商品はいかがですか。

特　集

がんばろう東北
東日本大震災から一刻も早い復旧・復興を
004災害対策から被災地被災者支援に／大仙市被災地・被災者支援本部を設置
005ルポルタージュ  大船渡＆陸前高田市／私たちに〝今〟できることは

栗林次美市長から
市民のみなさんへメッセージ

平成23年度組織機構改革
利用しやすく、分かりやすい組織体制に

健康の達人
在宅医療廃棄物処理について
雁の里  仙南診療所／照井哲院長

健康通信
麻しん風しん混合予防接種、子宮頸がん予防ワ
クチン接種について
特定健診・各種がん検診が開始

いきいき広場・介護保険事務所から
地域包括支援センターを利用ください
介護保険料の仮徴収について

市役所からのお知らせ
第23回秋田おばこ節全国大会出場者募集、男女
共同参画審議会委員募集、乳幼児・要介護者が
いる世帯へごみ袋30枚無料交付、下水道使用量
の改定、大曲図書館ボランティア募集、メンタ
ルヘルスサポーター養成講座、神岡総合情報セ
ンターパソコン教室、豪雪による農業被害者の
復旧支援　　ほか

図書館情報・４月の市長日程

あじろ編みバックをはじめと
した今回のプレゼント商品
昨年７月にオープンした心紬
の店内には、着物や帯をメーン
にリメークした商品がところ
狭しと並ぶ

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の感
想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

〒014-8601（住所不要）だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法 あ て 先

４月30日（消印有効）レプ ゼ トン
読者

̶ お便り送って商品ゲット ̶
締め切り日

平成 23 年 4 月号   第 144 号
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災
害
対
策
か
ら

被
災
地
被
災
者
支
援
に

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発

生
し
た
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
地

震
は
、
国
内
観
測
史
上
最
大
級
の

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
を
記
録
。

大
仙
市
で
も
震
度
５
強
を
観
測
。

市
で
は
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、市
内
の
停
電
や
断
水
、

避
難
所
設
置
な
ど
災
害
へ
の
対
応

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
へ
の
支
援
と
し

て
大
曲
仙
北
広
域
消
防
に
よ
る
緊

急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
、
災
害
協

定
に
基
づ
く
救
援
物
資
や
燃
料
、

医
薬
品
な
ど
の
配
送
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
市
で

は
災
害
対
策
か
ら
被
災
地
被
災
者

支
援
に
軸
足
を
移
し
、
栗
林
次
美

市
長
を
本
部
長
に
３
月
22
日
、
下

図
の
よ
う
な「
大
仙
市
被
災
地
・
被

災
者
支
援
本
部
」を
立
ち
上
げ
、
全

庁
で
被
災
地
の
復
興
支
援
に
向
け

た
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

県
外
か
ら
の
避
難
者
の
受
け
入

れ
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
、
災
害
義
援
金
の
受
け
付

け
を
各
庁
舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
被
災
地
復
興
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、
状
況

に
応
じ
た
派
遣
な
ど
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

余
震
が
続
く
な
ど
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

非
常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
節
約

に
取
り
組
ん
だ
り
、
不
要
な
ま
と

め
買
い
を
行
わ
な
い
な
ど
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

1 震度５強を観測した市役所の震度計
2 机上の書類も散乱
3 自家発電の中、情報収集する災害対策本部
4 通路に亀裂が入った個所も
5 給水車に並ぶ列（コメリパワー大曲店）
6 一晩ペアーレ大仙で夜を明かした避難者
7 ボランティアによる物資の仕分け運搬作業
8 大曲武道館に設置した避難者サポートセンター
9 震災による各種相談に応じる総合窓口

◎ 全般計画、会議の開催
◎ 各部の調整・統制
◎ 報道対応、行動記録
◎ 安否確認

◎ 震災総合相談
◎ 義援金募集、管理
◎ 市民への広報

◎ 応援協定市町村との
連絡・調整

◎ 現地の情報収集
◎ 輸送計画の策定

◎ 物資収集、受け付け
◎ 物資の管理等
◎ 物資輸送の調整
◎ 必要リスト作成

◎ サポートセンターの
開設運営

◎ 避難者の生活支援
◎ ボランティアに関す
ること

避難者支援部被災地物資部被災地連絡部

支援本部長

市民案内部本　　部

大仙市被災地・被災者支援本部

13

7

8 9

6

45

2

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
刻
も
早
い
復
旧・復
興
を

が
ん
ば
ろ
う
東
北
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救援、復興への願いを積んで
　東日本大震災発生から１週間後
の３月18日、市民の思いや願いの
詰まった救援物資を大船渡・陸前
高田両市に届けてきました。大仙
市が県内をはじめ岩手県の自治体
と結んでいる「災害協定」に基づく
支援活動。市長をはじめ職員の激
励を受け、午前10時に市役所を出
発しました。
　市民、地元企業、市職員から提供
された物資の中から、被災地の要
請で大船渡市へはコメ540㌔、毛
布、マスク、おむつ、粉ミルクなど
をトラックに、そして陸前高田市
へは軽油２㌔リットルをローリー
車に積み出発しました。

役所の足下まで津波が
　秋田自動車道で北上西JCS、北上
西からは東北自動車道で水沢IC、
水沢からは国道４号、397号、107
号を通り大船渡市へ。途中の商店
ウインドーには大きく「がんばろ
う岩手」というメッセージが張り
出され、被災地のたくましい姿に
勇気をもらいました。
　大船渡市街地では津波災害の復
旧工事で一部通行止めの状況でし
たが、午後２時20分に第１目的地
の大船渡市役所に到着。高台に位
置する市役所玄関前には自衛隊の
大型給水車が駐車、物資は市役所
裏手へ運びました。全国各地から
のたくさんの物資がブルーシート

に野積みされている状態。あらか
じめ仕分け作業を行っていた大仙
市からの物資は、現地の災害ボラ
ンティアの手によってスムーズに
室内へ搬入されました。
　地震発生時、大船渡市役所では
市議会開会中。津波は市内の盛

さかりがわ
川

を逆流し、海から約３㌔離れた市
役所付近にまで押し寄せました。
　チリ津波でもここまでの被害が
なかった大船渡市。物資について
は「当初必要だった毛布類は足り
ている。調理を必要としない食料、
インフルエンザ対策としてビタミ
ン補給のための野菜ジュース、衛
生用品が今は欲しい」と現地の災
害対策本部では話していました。
　搬入が終わった午後２時46分、
くしくも大地震はちょうど１週間
前の同時刻に発生。サイレンが市
内に響く中、犠牲者を悼み一斉に
黙とうが行われました。

自然の猛威を目の当たりに
　午後２時50分に大船渡市役所を
出発。気仙川に沿うように走る国道
340号を南下。陸前高田市に入り６
㌔ぐらいから川に漂流物が目立ち
はじめ、343号との合流点では息
をのむ光景が飛び込んできました。
「建物が何もない」。市内のほとん
どが水没し、いたるところで火災
が発生するなど、全域で壊滅的な
被害を受けた陸前高田市。がれき
の壁の中をくぐるように道路が続
き、災害対策本部が設置されてい

る給食センターを目指しました。
　緊急車両の燃料基地や避難所も
兼ねる目的地には午後３時50分に
到着。玄関には生存する市職員の
名簿が張り出されていました。
　軽油をドラム缶に小分けしてい
る作業中、作業する人から「今回は
軽油をもらったが、今度は灯油が
底をつきそうだ」と災害現場の深
刻な状況を知らされました。

一刻も早い復旧・復興を願い
　午後８時25分、無事に任務を果
たし帰着。テレビなどで伝えられ
るように被災地の現状は厳しいも
のでした。しかし、電気や水道、仮
設住宅などといったライフライン
の復旧が着実に進んでいます。時
間の経過とともに、対応の軸足は
住民生活の確保から経済活動の復
旧・復興へと移っていかなければ
なりません。
　今回の災害の爪

つめ

痕
あと

はあまりにも
大きく、そして深いものです。被災
地が立ち直るまでの年月は分かり
ません。しかし被災地の隣県住人、
日ごろから付き合いの深い大仙市
において被災地の痛みを感じ、分
かち合う姿勢が大切です。
　被災された方々が必要とするこ
とは日々刻々と変化します。救援
の内容も変われば、被災地復興の
ためのボランティア、被災地から
の避難者受け入れなど、今後とも
市民のみなさんにお願いしなけれ
ばならないことがあります。
　私たちに今できることは何か。被
災地の一刻も早い復旧・復興に向
けて、自分にできること、役割を考
え、そして果たすことが大切です。

 R eportage  -  Ofunato  &  Rikuzentakata  -

 私たちに〝今〟できることは
大船渡市、陸前高田市
被災地を訪れて

1 2 3

4

1 救援物資が集まる大船渡市役所
2 黙とうする被災者
3 がれきの壁をくぐるように陸前
高田市の災害対策本部を目指す

4 壊滅状態の陸前高田市

被災地に向けて４台の車両で出発
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４月からの新体制
組織機構改革

総
合
支
所
を「
支
所
」に

２
課
体
制
へ

　

各
地
域
の
総
合
支
所
は
「
支
所
」
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興
課
と
市
民
課

を
統
合
し「
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
」、
農
林
振

興
課
と
建
設
課
を
統
合
し「
農
林
建
設
課
」

を
新
設
し
、業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
４
課
体
制
を
２
課
体
制
と
す
る
こ
と
で

組
織
を
効
率
化
。こ
れ
ま
で
の
業
務
を
２

課
に
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
今
後
想
定
さ
れ
る

職
員
数
の
減
少
に
も
対
応
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
・
向
上
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
く

効
率
的
な
組
織
に
再
編

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
行
政
の
屋
台

骨
で
あ
る
組
織
機
構
。窓
口
業
務
や
各

種
制
度
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す

る
組
織
の
運
営
に
つ
い
て
、
よ
り
効
率

的
で
分
か
り
や
す
い
組
織
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
市
で
は
今
回
の
組
織
機

構
の
再
編
の
た
め
に
、
職
員
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
。調
査
・
検

討
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
集
中
的
に
実

施
し
、「
市
民
目
線
を
大
前
提
に
す
る

こ
と
」「
５
年
後
の
職
員
数
８
０
０
人

を
前
提
に
す
る
こ
と
」
な
ど
を
基
本
に

提
言
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
提
言
書
を
基
に
、こ
れ
ま

で
の
各
課
の
業
務
内
容
を
検
証
、複
数
課

に
ま
た
が
る
類
似
・
関
連
性
の
あ
る
業
務

を
統
合
す
る
な
ど
検
討
し
た
結
果
、再
編

後
の
組
織
機
構
は
53
課
と
２
公
営
企
業

に
。再
編
前
と
比
べ
、29
課
を
減
ら
し
、よ

り
ス
リ
ム
な
組
織
体
系
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
消
費
生
活
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
と
し
て「
消
費
生
活
相
談
室
」を

設
置
し
た
ほ
か
、
今
後
想
定
さ
れ
る
職

員
数
の
大
幅
な
減
少
に
対
応
し
、
限
ら

れ
た
人
員
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持・向

上
を
図
る
た
め
、総
合
支
所
を「
支
所
」と

し
２
課
体
制
に
す
る
な
ど
、
よ
り
効
率

的
な
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

組
織
機
構
再
編
の
概
要

【
総
務
部
】

　

人
事
課
を
総
務
課
、
収
納
推
進
課
を

税
務
課
に
そ
れ
ぞ
れ
統
合
。総
合
防
災

室
と
消
防
安
全
課
消
防
班
の
統
合
に
よ

り「
総
合
防
災
課
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
新
た
な
重
要
課
題

で
あ
る「
空
き
家
」対
策
は
総
合
防
災
課

で
担
当
し
ま
す
。

【
市
民
部
】

　

市
民
生
活
部
を
市
民
部
に
改
称
し
、

「
消
費
生
活
相
談
室
」を
新
設
。環
境
課
と

消
防
安
全
課
交
通
安
全
班
を
統
合
し
、

「
環
境
交
通
安
全
課
」を
新
設
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
部
】

　

援
護
福
祉
課
を「
生
活
支
援
課
」に
改

称
。健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室
が
実

施
す
る
各
種
健
診
の
う
ち
、
乳
幼
児
健

診
と
集
団
予
防
接
種
の
会
場
を
22
年
度

か
ら
市
内
３
カ
所
に
ま
と
め
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

中
央（
大
曲
保
健
セ
ン
タ
ー
）・
東
部（
中
仙

庁
舎
）・
西
部（
西
仙
北
庁
舎
）の
３
カ
所
に

集
約
し
ま
し
た
。

【
農
林
商
工
部
】

　

観
光
物
産
課
と
商
業
労
政
課
商
工
部

門
を
統
合
し「
商
工
観
光
課
」、
企
業
対

策
室
と
商
業
労
政
課
労
政
部
門
を
統
合

し「
企
業
対
策
課
」を
新
設
し
ま
し
た
。

【
建
設
部
】

　

都
市
計
画
課
と
建
設
管
理
課
を
統
合

し
、「
都
市
管
理
課
」
を
新
設
。教
育
委

員
会
施
設
管
理
課
を
建
築
住
宅
課
に
統

合
し
ま
す
。

　

建
築
住
宅
課
で
扱
う
市
営
住
宅
の
窓

口
は
今
年
度
か
ら
大
曲
南
庁
舎
１
階
に

設
置
し
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
23
年
度
組
織
機
構
改
革

利
用
し
や
す
く
、分
か
り
や
す
い
組
織
体
制
に

各支所

市民サービス課

農林建設課

・旧地域振興課業務
・旧市民課業務

・旧農林振興課業務
・旧建設課業務

各支所４月からの新体制
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消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

消
費
生
活
相
談
室
を
設
置

　

こ
れ
ま
で
消
費
生
活
相
談
所
（
女
性
セ

ン
タ
ー
）
や
商
業
労
政
課
で
行
っ
て
き
た

消
費
生
活
関
係
業
務
を
１
つ
の
窓
口
に

集
約
・
強
化
す
る
た
め「
消
費
生
活
相
談

室
」
を
大
曲
庁
舎
２
階
に
新
設
。窓
口
業

務
を
強
化
し
、市
民
の
消
費
生
活
問
題
に

的
確
に
対
応
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
室
で
は
、悪
質
商
法
な

ど
に
よ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
、商
品
・
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、問
題
解
決
の
た
め
の
助

言
等
を
行
い
ま
す
。よ
り
専
門
的
な
相
談

機
関
が
あ
る
場
合
は
、そ
の
相
談
内
容
に

合
っ
た
窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
の
た

め
に
、消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
提
供
、消
費
者
知
識
普
及
に
努
め
ま
す
。

【
上
下
水
道
部
】

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
連
携
を

強
化
し
、一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、水

道
課
・
下
水
道
課
か
ら
な
る「
上
下
水
道

部
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
課
は
大
曲
南
庁
舎
か
ら
水
道

局（
大
曲
庁
舎
）の
２
階
に
移
転
し
、
相
談

等
の
窓
口
業
務
は
１
階
で
行
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】

　

教
育
委
員
会
を
「
教
育
指
導
部
」
と

「
生
涯
学
習
部
」の
２
部
体
制
と
し
ま
す
。

　

教
育
指
導
部
は
教
育
総
務
課
と
教
育

指
導
課（
学
校
教
育
課
の
指
導
部
門
を
強
化
）

の
２
課
体
制
に
、
生
涯
学
習
部
は
生
涯

学
習
課
と
文
化
財
保
護
課
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
大
曲
図
書
館
３
階
へ
移
設
）
の
３

課
体
制
に
し
ま
す
。

【
農
業
委
員
会
】

　

７
月
に
東
西
の
農
業
委
員
会
を
統
合

す
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
４
月
か
ら
東
西

の
農
業
委
員
会
事
務
局
を
神
岡
庁
舎
１

階
に
移
転
し
ま
す
（
☎
０
１
８
７
（
72
）

４
６
１
１
）。分
室
は
大
曲
庁
舎
に
設
置

し
、
各
支
所
で
は
農
林
建
設
課
が
農
業

委
員
会
業
務
を
行
い
ま
す
。

※
企
画
部
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
務
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１（
代
表
）

社会福祉課

地域包括支援
センター中央

２Ｆへ

２Ｆへ

２Ｆへ

生活支援課

児童
家庭課

市民課

市民
ホール

正面
玄関

税務課 会計課 国保年金課

水道局
水道課

下水道課
相談窓口

大
曲
庁
舎
１
階

男女共同参画
・交流推進課

商工
観光課

環境交通
安全課

総合
政策課

契約
検査課

重点政策
推進室

財政課

秘書課
市長室

副市長室

副市長室
総務課

管財課

総合防災課

下水道課

企業
対策課

農林
振興課

消費生活
相談室

農業委員会
大曲分室

１Ｆへ

１Ｆへ

１Ｆへ

大
曲
庁
舎
２
階

４月からの大曲庁舎案内図
機構改革により、４月から大曲庁舎で場所や課名が変わる課が
あります。ご確認ください。（太字が新設もしくは移設になった課）

このような相談を受け付けます
お気軽に相談ください

○悪質商法被害 ○多重債務
○製品事故被害 ○食品偽装被害
○振り込め詐欺被害　　    　　など
※消費生活相談室では電話による電話相談
も受け付けます。直通電話番号が整備され
るまでは代表電話（☎0187-63-1111）に
問い合わせください。



第
23
回
秋
田
お
ば
こ
節

全
国
大
会
出
場
者
募
集

◆
部
門・出
場
資
格
／

 

【
大
賞
の
部
】プ
ロ・ア
マ
問
わ
ず

 

【
熟
年
の
部
】平
成
23
年
６
月

５
日
現
在
で
満
70
歳
以
上
の
方

 

【
年
少
の
部
】中
学
生
以
下

※
今
ま
で
優
勝
ま
た
は
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
た
方
は
同
じ
部
門
へ
の

出
場
不
可

◆
日
時
／
６
月
５
日（
日
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館

◆
定
員
／

 

【
大
賞
の
部
】１
２
０
人

 

【
熟
年
の
部
】50
人

 

【
年
少
の
部
】定
員
な
し

◆
参
加
費
／

 

【
大
賞
の
部・熟
年
の
部
】

 
 

２
０
０
０
円

 

【
年
少
の
部
】１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
20
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

秋
田
お
ば
こ
節
全
国
大
会

 

実
行
委
員
会
事
務
局

 

（
大
曲
市
民
会
館
内
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

乳
幼
児・要
介
護
者
が

い
る
世
帯
へ

ご
み
袋
30
枚
を
無
料
交
付

　

乳
幼
児
・
要
介
護
者
が
い
る

世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
30
枚
を
年

１
回
交
付
し
ま
す
。申
請
の
受
け

付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
方
に
は
、
出

生
届
を
提
出
し
た
際
に
交
付
済
み

【
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
】

 

対
象
／
平
成
22
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が

い
る
世
帯

 

交
付
期
間
／
出
生
後
２
年
間

 

持
参
す
る
も
の
／
母
子
手
帳

【
要
介
護
者
が
い
る
世
帯
】

 
対
象
／
要
介
護
４
〜
５
と
認

定
さ
れ
た
方
が
い
て
、
紙
お
む

つ
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯

 

持
参
す
る
も
の
／
被
保
険
者

証
、
紙
お
む
つ
使
用
確
認
書

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
記
名
と

認
め
印
が
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ・申
請
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課（
大
曲
庁
舎
）

大
仙
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
募
集

　
「
と
も
に
輝
く
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
」を
目
指
し
、
委
員
と

し
て
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
日
常
生
活
を
つ
う
じ
て
、意
見

を
い
た
だ
く
た
め
の
会
議
で
す
。

◆
対
象
／

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し

て
い
る
方

②
20
歳
以
上
の
方

③
年
２
回
程
度
の
会
議
に
参
加

で
き
る
方

④
国
、県
、市
の
議
員
で
な
い
方

◆
定
員
／
３
人
程
度

◆
申
込
期
限
／

 

４
月
15
日（
金
）ま
で

◆
受
付
時
間
／

 

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
任
期
／
２
年

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

（
大
曲
庁
舎
）

大
仙
市
内
の
遺
跡
展

新し
ん

山ざ
ん

遺い

跡せ
き

〜
平
安
時
代
の

豪
族
居
宅
跡
か
〜

　
払
田
柵
総
合
案
内
所
で
は
、施

設
内
の
一
部
を
利
用
し
大
仙
市

内
の
遺
跡
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
現
場
・
作
業
の
状
況
な
ど
の

パ
ネ
ル
や
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

遺
物
の
展
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
／
４
月
１
日（
金
）か
ら

11
月
30
日（
水
）ま
で

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
払
田
柵
総
合
案
内
所

◆
入
場
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

 

払
田
柵
総
合
案
内
所

 
☎
０
１
８
７（
69
）２
３
９
７

使用料の統一と
国の基準達成を目指し
下水道使用料の改定
　今年の11月に下水道使用
量の改定を予定しています。
地域で異なる使用料の統一と、
国の定める料金基準を満すこ
とが目的です。
　段階措置として、平成20年
度に第１回改定を行い、今回
が２回目となります。今後も
急激な負担増とならないよ
うに段階的に実施します。
　詳しい改定内容は、今後の
広報等でお知らせします。
【問い合わせ】
 下水道課（大曲庁舎）

新
山
遺
跡
は
神
岡

地
域
北

岡
で
発

見
さ
れ
た
、
平
安

時
代
か
ら
中
世
に

か
け
て
の
遺
跡
で

す
。
遺
跡
の
立
地

や
建
物
跡
の
特
殊
性
、木
簡
・「
風
」

の
字
に
似
た
形
の
す
ず
り（
風ふ

う

字じ

硯け
ん

）・
墨
書
土
器
な
ど
の
出
土
か
ら

役
所
の
出
先
機
関
の
よ
う
な
場
所

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
払
田
柵
跡

と
の
結
び
つ
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

新山遺跡

Kamioka Kitanaraoka

新山遺跡から出土した
風字硯（すずり）の一部

機構改革により大曲庁
舎で場所が変更になっ
ている課があります。
庁内の内線番号の変更
が完了するまで、ご不
便をおかけしますが、
代表電話で担当部署名
を告げ、お呼び出しく
ださい。

8

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
http://www.city.daisen.
akita.jp/

information



大
仙
市
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
予

防
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
サ
ポ

ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
の
20
歳

以
上
で
、
継
続
し
て
養
成
講

座
に
出
席
で
き
る
方

◆
定
員
／
先
着
30
人

◆
申
し
込
み
方
法
／
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
中
央
・
東
部
・
西
部
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
持
参

す
る
か
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

へ
送
信

◆
申
込
期
間
／
４
月
４
日（
月
）か

ら
28
日（
木
）ま
で（
消
印
有
効
）

※
受
け
付
け
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
養
成
講
座
期
間
／
６
月
か
ら

10
月
ま
で（
全
６
回
、月
１
〜
２
回
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１

 

℻
０
１
８
７（
62
）９
３
０
２

 

〒
０
１
４̶

０
０
６
１

 

大
曲
栄
町
13
―
50

　

導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は
緊
急

地
震
速
報
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
等
、
対
処
に
時
間
的
余
裕
の

な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、

人
工
衛
星
を
用
い
て
情
報
を
素

早
く
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

緊
急
情
報
を
国（
消
防
庁
）が
送
信

し
、
大
仙
市
等
の
地
方
自
治
体

へ
通
報
、国
か
ら
市
民
ま
で
素
早

く
伝
達
で
き
ま
す
。

【J-ALERT

の
メ
リ
ッ
ト
】

①
素
早
く
情
報
を
伝
達
で
き
ま

す
。国
か
ら
市
へ
直
接
、
１
〜

２
秒
で
、
市
か
ら
市
民
に
最

短
で
30
〜
50
秒

②
衛
星
通
信
で
あ
る
た
め
24
時

間
、
年
間
を
と
お
し
て
運
用

で
き
ま
す
。

③「
防
災
ネ
ッ
ト
だ
い
せ
ん
」に
登

録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
携
帯
電

話
等
へ
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
防
災
課（
大
曲
庁
舎
）

大曲図書館
ボランティア募集
　図書館ボランティアは４カ
月児健診時に絵本のプレゼン
トをするブックスタート、図書
館での絵本の読み聞かせ、古書
の修理等を行っています。
　あなたも図書館でボランティ
ア活動をしてみませんか？
【問い合わせ・申し込み】
 大曲図書館☎0187-62-1012

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
字

入
力
の
で
き
る
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｔ
研
修
室（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員
／
先
着
12
人

◆
申
込
受
付
開
始
／
４
月
７
日

（
木
）か
ら

※
申
し
込
み
は
２
コ
ー
ス
ま
で

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

神
岡
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

豪
雪
に
よ
る
農
業
被
害
の

復
旧
支
援
に
つ
い
て

　

県
と
市
で
は
、今
冬
の
豪
雪
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
用
施

設
の
復
旧
や
果
樹
の
枝
折
れ
等

の
再
生
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。支
援
を
希
望
す

る
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
施
設
等
／
園
芸
用
・
菌

茸
用
・
水
稲
育
苗
用
の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
、畜
舎
、り
ん
ご
・

ぶ
ど
う
等
の
果
樹
な
ど

◆
対
象
者
／
農
畜
産
物
を
販
売

す
る
農
業
者
（
水
稲
育
苗
用
ハ

ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
米
戸
別
所
得

補
償
モ
デ
ル
対
策
加
入
者
）

◆
支
援
割
合
／
復
旧
に
か
か
る

費
用
全
体
の
２
分
の
１
を
県

が
、
４
分
の
１
を
市
が
負
担

（
た
だ
し
、農
業
共
済
金
が
交
付
さ

れ
た
場
合
は
そ
の
分
を
減
額
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

農
林
振
興
課（
大
曲
庁
舎
）

 

各
支
所
農
林
建
設
課

コース名 期日 テキスト代
インターネット
＆Ｅメールの使い方 4/21（木）・28（木） 1,785円

ワードの基礎 4/15（金）・18（月）・20（水）・
22（金）・25（月）・27（水） 2,100円

エクセルの基礎 5/10（火）・13（金）・17（火）・
20（金）・24（火）・27（金） 2,100円

デジタルカメラ入門 ５/11（水）・18（水）・25（水） 500円

ブックスタートでの絵本読み聞かせ

災
害
情
報
を
素
早
く
伝
達

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（J ジ

ェ
イ-A

ア
ラ
ー
ト

LERT

）を
導
入

携
帯
電
話
登
録
用

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

【ホームページからの登録】
http://www.city.daisen.akita.jp/
組織案内→総合防災課→防災メール登録ページ

被害を受け、復旧や再生の支
援を希望する方は相談を

携帯電話やパソコンに
市防災メールが届く
「防災ネットだいせん」
に登録ください

DAISEN City Public Relations 2011.49
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いつまでもお元気で鈴木ブンさんが100歳に

豊成中、豊岡小、豊川小の３校と地域で協力空き缶回収の収益金を寄付

新入学児童636人に贈られる黄色いランドセルカバー

秋田県トラック協会大曲仙北支部新入学児童へランドセルカバーを寄贈

栗林市長へ寄付金を手渡す豊成中生徒会長の
小松翔太さん（写真中央）

　豊成中学校生徒会（小松翔太会長・生徒数84人）が３月
７日、空き缶回収の収益金を市に寄付しました。
　豊成中、豊岡小、豊川小の３校は、平成13年から空き
缶回収事業を実施。児童生徒が家庭から空き缶を学
校に集めているほか、月１回地域の事業所を訪問し
空き缶を回収する「出張回収」を行っています。
　集まった空き缶は、アルミ缶とスチール缶に分類
して回収業者に販売。その収益金の寄付や収益金で
購入した福祉用品の寄贈を行っています。
　市役所を訪れた児童生徒を代表し、豊成中生徒会
長の小松翔太さんが「みんなで力を合わせて空き缶
を集めました。高齢者福祉のために役立ててくださ
い」と栗林市長にメッセージを伝えました。
　寄付金は、地域福祉振興基金に積み立てられ、市
の高齢者福祉事業に活用させていただきます。

　大曲地域の鈴木ブンさん＝大曲須和町＝が３月17日、100歳の
誕生日を迎えられ、山王丸愛子副市長から長寿祝い金が手渡さ
れました。
　大曲地域の角間川に生まれた鈴木さん。19歳
のときに夫・八郎治さん（故人）と結婚し、夫の仕事
を手伝いながら２女を育てました。
　現在は次女夫婦との３人暮らし。身の回りのこ
とはなるべく自分でするように心がけています。
昼前まで休んでいるため食事は朝と夕方の一日
２回ですが、好き嫌いなく何でも食べる鈴木さん。
「食べることが大好き。何を食べてもおいしい」と
やさしい笑顔で話してくれました。

山王丸副市長と笑顔で握手をする
鈴木さん（写真右）

　財団法人秋田県トラック協会大曲仙北支部（加藤
惠一支部長）から、新入学児童に黄色いランドセルカ
バーを寄贈いただきました。
　４月から小学校に入学する児童に交通安全意識
を高めてもらうとともに、ドライバーたちにも注意
を促し安全運転を心がけてもらおうと贈られたも
の。寄贈いただいたランドセルカバーは、市内全26
校の新入学児童636人に贈られ、毎日の登下校時に
活用されます。
　希望にあふれた新しい
学校生活が始まる新１年
生。黄色いランドセルカ
バーが子どもたちを交通
事故から守ります。ドラ
イバーや地域のみなさん
も子どもたちの安全をあ
たたかく見守ってくださ
るようお願いします。

たくさんの善意
ありがとうございます

各団体からの寄付・寄贈
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大仙市
ニューストピックス

明日への希望を稚魚に託して花館のサケまつり
　花館地区コミュニティ会議が地域づくりの一環として行って
いる「花館のサケまつり」が３月11日、玉川橋下流右岸河川敷で行
われました。
　サケまつりは３部構成で、サケの捕獲から飼育、放流までを一
貫して児童たちに体験してもらうもの。放流は今年花館小を卒業
した６年生児童（59人）が行いました。
　代表児童12人が「サケのように、わたしたちも自分たちの夢に
向かって、力強く一歩を踏み出します」と誓いの言葉を述べた後、
卒業生全員で約25,000匹の稚魚を放流しました。中には自分たち
で育てた稚魚200匹も含まれていて、児童たちは体長約５㌢ほど
の稚魚に自分たちの卒業を重ねながら、旅立ちを見送りました。
　放流された稚魚は、児童たちが高校生になるころにふるさとの
川へと帰ってきます。

①

写真①／サケの
稚魚を放流する
花館小６年生
写真②／誓いの
言葉を述べる児
童の代表

②

地域への積極的な働きかけをしていこう平成22年度第２回中学生サミット
　平成22年度第２回中学生サミットが３月４日、中仙庁舎の旧議場
で行われ、市内12中学校の生徒の代表やPTA連合会会員、小・中学校の
教職員など50人が参加しました。
　市内の中学生が「大仙“絆”プロジェクト」として取り組んできた、環
境やボランティアに関することを行う「R

レ ボ

EVO・プロジェクト」や登下
校の途中に地域住民に積極的にあいさつをする「あいさつプロジェ
クト」についての成果を報告。来年度も市内の中学生が、積極的に地
域へ働きかけ、発信していこうと確認し合いました。
　このほか、小・中学校連携によるあいさつ運動や中学生による除雪
ボランティアの活躍なども報告されました。

写真①・②／読み
聞かせの様子
たくさんの笑顔
を見せてくれた
子どもたち
写真③／絵本ラ
イブをする安藤
さん（写真右）

活発な意見交換が行われた中学生サミットの様子

パパたちの活動で東北の子どもたちを喜ばせてほしいパパ ’s絵本ライブ
　パパ’s絵本ライブが３月19日、大花都市再生住宅内にある地
域子育て拠点施設「まるこのひろば」で行われ親子15組45人が
参加ました。
　NPO法人ファザーリング・ジャパン代表の安藤哲也さんを講
師に迎えて行われたイベント。第１部の「絵本ライブ」では、「父
親を楽しもう！～パパだって読み聞かせ～」と題し安藤さんが
講演。「地域のパパとつながることは、子育ての幅を広げるし、
そのつながりは災害時にも生きる。今こそ家族との時間を大事
にしたり、地域の絆をつくったりすることが大切」などと話まし
た。その後、安藤さんが子どもと会話をしながら絵本を読んだほ
か、ギターを手にして歌いながら絵本ライブを行いました。ま
た、イベントには東日本大震災被災地からの避難者も参加。「東北に
は残された子どもたちがたくさんいる。パパさんたちの活動で東北
の子どもたちを喜ばせてあげてください」との声がありました。
　第２部の「安藤パパと大仙パパの作戦会議」では、子育てで心
がけていることなどについてトーク。参加者は「今日から発揮
したいパパ力」を宣言し、子育てで父親の力を発揮しようと参
加者同士で思いを一つにしました。

②

①

③



３月号・３月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想22　意見2
今回寄せられたのは　24通

12

４
月
か
ら
ヒ
ブ
、小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
が
無
料
接
種
と

な
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
。受
け
た
い
、
子
ど
も
を
守
り
た
い

と
思
っ
て
も
接
種
費
用
が
高
く
悩
ん

で
い
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

（
太
田
地
域　
37
歳
女
性
）

ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
４
月
か
ら
無

料
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
。

（
太
田
地
域　
30
歳
女
性
）

ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
無
料
接
種
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。４
月
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ

受
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
32
歳
女
性
）

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

３
月
号
お
知
ら
せ
版
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、国
内
で
ヒ
ブ
、小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
複
数

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
死
亡
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
の「
接
種
一
時
見

合
わ
せ
」の
公
表
を
受
け
、
市
で
は
今

後
、両
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
一
時
見
合

わ
せ
ま
す
。詳
細
は
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
７（
62
）９
３
０
１

雪
国
秋
田
な
ら
で
は
の
伝
統
行

事
。毎
年
、孫
と
一
緒
に「
川
を

渡
る
ぼ
ん
で
ん
」
を
見
に
行
っ
て
い

ま
す
。川
面
に
赤
、
黄
、
緑
な
ど
の
ぼ

ん
で
ん
が
写
る
姿
が
美
し
く
、
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。

（
大
曲
地
域　
56
歳
女
性
）

ひ
な
壇
を
バ
ッ
ク
に
し
た
８
人

の
園
児
の
笑
顔
。特
に
目
が

輝
い
て
い
て
、
だ
い
せ
ん
日
和
の
表

紙
に
最
適
な
写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

（
太
田
地
域　
62
歳
男
性
）

市
民
と
の
架
け
橋
で
あ
る
広
報

紙
が
県
代
表
と
し
て
５
年
連

続
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
推
薦
さ

れ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。毎
号
の

紙
面
作
り
の
た
め
に
、今
の
話
題
を
追

い
か
け
な
が
ら
市
内
を
飛
び
回
っ
て

い
る
担
当
者
の
方
々
、ご
く
ろ
う
さ
ま

で
す
。今
後
も
、
市
民
と
行
政
の
対
話

が
で
き
る
広
報
を
目
指
し
、紙
面
い
っ

ぱ
い
の
情
報
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域　
68
歳
男
性
）

雪
に
埋
も
れ
た
今
冬
、
屋
根
の

雪
も
解
け
、
春
が
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
よ
う
で
す
。厳
し
い
寒
さ

の
中
、
外
に
出
る
機
会
も
減
る
ば
か

り
で
す
が
、
広
報
で
冬
の
行
事
を
堪

能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域　
88
歳
男
性
）

ワ
ン
デ
イ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

参
加
者
の
う
ち
、
約
80
㌫
が

小
中
学
生
、
高
校
生
の
み
な
さ
ん
と

あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
期
待
が

大
き
く
ふ
く
ら
み
ま
す
。

　
「
塵ち

り

も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」。こ

の
格
言
が
今
こ
そ
生
き
て
く
る
時
だ

と
思
い
ま
す
。ド
ラ
イ
ブ
中
は
私
も

エ
コ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域　
60
歳
女
性
）

写
真
の
美
し
さ
と
文
字
の
大
き

さ
な
ど
、
市
民
へ
の
気
遣
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。広
報
コ
ン
ク
ー

ル
県
代
表
も
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
力
の

た
ま
も
の
と
思
い
ま
す
。ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
レ
シ

ピ
、健
康
の
達
人
、読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
が
読
者
を
引
き
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
57
歳
女
性
）

だ
い
せ
ん
の
冬
景
色
の
迫
力
が

素
晴
ら
し
く
、
全
部
読
み
切

り
ま
し
た
。ど
の
行
事
に
も
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
は
行

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域　
64
歳
女
性
）

だ
い
せ
ん
の
冬
景
色
を
見
て
行

事
の
迫
力
や
真
剣
な
心
が
伝

わ
り
、何
回
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域　
60
歳
女
性
）

市
内
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
た
い
へ
ん
役
立
っ
て
い

ま
す
。３
月
19
日
は
私
の
誕
生
日
。新

作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
ぜ
ひ
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
仙
地
域　
45
歳
女
性
）

新
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
１

延
期
に
つ
い
て

　

３
月
19
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
新

作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
東
日
本

大
震
災
の
た
め
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

延
期
後
の
開
催
日
程
等
に
つ
い

て
は
、
大
曲
花
火
倶
楽
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】大
曲
花
火
倶
楽
部

 

☎
０
１
８
７（
62
）６
８
８
７

 
w

w
w.geocities.co.jp/

H
eartLand-O

ak/4943

道
の
駅
な
か
せ
ん
の「
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
」が
と
て
も
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。同
じ
農
家
と
し
て
、
農

業
を
し
な
が
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
も
経
営

す
る
な
ん
て
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
だ
か
ら
こ
そ
素
材
の
良
さ
、

ど
う
や
っ
て
食
べ
る
と
お
い
し
い
の

か
な
ど
が
よ
く
分
か
る
と
思
う
し
、

自
分
が
手
を
か
け
て
育
て
た
食
材
に

は
特
別
な
思
い
が
あ
る
は
ず
。農
家

の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

だ
と
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

（
太
田
地
域　
35
歳
女
性
）

vol.143

DAISEN City Public Relations 2011.3  お知らせ版

1

2011

3お知らせ版 だいせん日和

www.city.daisen.akita.jp

だ い せ ん広 報

投票資格は20歳以
上で

昨年末から市に住民
登録している方

◆年齢／平成３年４
月11日以前に生まれた

方

◆住所／平成22年12月
31日以前から引き続

いて市

内に居住し、住民基本
台帳に記載されてい

る方

◆12月31日以降に県内
他市町村から転入され

た方／

 転入前の住所地で
の投票になります。転

入・転出

先どちらかの自治体
に引き続き県内に住

所があ

る証明書（引き続き証明
書）を請求ください。

郵便投票ができる方

身体に重度の障がい
があるな

どの理由から、投票所
に行けな

い方は郵送で投票でき
ます。投

票には証明書の発行
が必要で

す。詳細は問い合わせ
ください。

郵便投票の請求期限
／

４月６日（水）

郵便投票の対象者／
身体障害

者手帳、戦傷病者手
帳、介護

保険者証のいずれか
があり、

一定の条件に該当す
る方

入院・入所中の方

次の施設に入院・入所
中の方は、

施設で不在者投票が
できます。

病院長等に申請してく
ださい。

仙北組合総合病院、
市立大曲病

院、大曲中通病院、
花園病院、

県立リハビリテーショ
ン・精神医

療センター、協和病
院、サング

レイス、峰山荘、愛幸
園、幸寿園、

ありすの街、柏の郷
、こもれび

の杜、八乙女荘、真森
苑、桜寿苑、

福寿園、テンダーヒル
ズ、真木苑、

サン・サルビア、なご
みのさと

選挙の当日に仕事や
レジャーなど

で投票できない方は
、期日前投票

期間内であれば、次
のどの投票所

でも投票できます。

◆時間／午前８時30分
～午後８時

◆会場／大曲・西仙北
・中仙・協和・南

外の各庁舎と神岡福祉
センタ̶、

仙北就業改善センター
、太田農村

環境改善センター

◆持参するもの／

 投票所入場券

 （届いている方）

秋田県議会議員
一般選挙

任期満了に伴う秋田県
議会議員一般選挙が

４月１日に告示され、

４月10日に投票が行わ
れます。

秋田県民の代表を決め
る大切な選挙です。

１人の棄権者もないよ
うに、

必ず投票しましょう。

【問い合わせ】

 選挙管理委員会事務
局 

  ☎0187-72-2167

◆時間／午後８時30分
～

◆会場／大曲体育館

※観覧を希望する方
はスリッパなど

を持参してください（土
足厳禁）

◆時間／午前７時～
午後７時

◆会場／各投票所

※投票所は「投票所入
場券」に記載し

ています。仙北地域第60
1・第602投

票区は今回の選挙

から統合となり、第

602投票区（横堀小

学校）となりますの

で、ご注意ください。

投票・開票
期日前投票

投票へ 行こう 創ろう 
元気な秋田

日
土 土

大切な一票
忘れず投票

投
票

開
票

投票資格がある方に
は

投票所入場券が郵送
されます

投票所入場券は４月
１日（金）から各戸

へ配布す

る予定ですが、休日
を挟むことや地域的

な関係も

あり、期日前投票が
始まる２日（土）ま

で全戸に

配布されない場合も
考えられます。

仮に投票所入場券が
届いていない場合で

も、期日前

投票はできますので期
日前投票所へお越しく

ださい。

選挙公報

次の施設でも配布して
います

市役所各庁舎、女性セ
ンター、サ

ンクエスト大曲、大曲
各地区公民

館、北　岡公民館、神
岡中央公民

館（嶽雄館）、西仙北中
央公民館、

西仙北スポーツセンタ
ー、西仙北

林業者等健康増進施
設、西仙北

農村環境改善センタ
ー、強首地

区多目的研修施設、中
仙公民館

（ドンパル）・中仙各地
区分館、こ

めこめプラザ、協和公
民館（和ピ

ア）・淀川分館、四季の
湯、峰吉川

基幹集落センター、南
外ふるさと

館、仙北ふれあい文化
センター、

柵の湯、太田公民館、
奥羽山荘

候補者の政策等を

掲載した選挙公報

は、新聞折込で４

月７日までに各世

帯に配布する予定

です。新聞未購読

世帯の方には、連

絡をいただければ

郵送します。

お
内だ

い

り

さ

ま

裏
様
と
お
雛ひ

な
さ
ま様

2 0 1 1
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広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      
り

おおきなせなかに 
̶ 夢を乗せ未来に羽ばた

く元気なまち

市の動き

乗り合いタクシーサ
ービス向上

大曲地域の４駐車場
利便性向上と防犯対

策強化

だいせん日和５年連
続県代表

全国広報コンクール
へ

お知らせ

子宮頸がん予防ワク
チン、ヒブワクチン

、小児用肺炎球菌ワ
クチン

４月から無料接種実
施予定

フォトスケッチ

市の動き
だいせんの冬景色



お便りお待ちしています

「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、

みなさんの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちら

〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または E メール（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送って
ください。なお、E メールの場合は件名に「お便り広場」
と記入ください。

DAISEN City Public Relations 2011.413

小山内愛美  日本画展
4 / 5    ▶ 17火 日

時間／10：00～ 17：00
会場／中仙市民会館（ドンパル）
入場無料

※11日は休館日
※9、10、16、17日は作家在廊日

　自然の生命力を描いた日本画展。
大自然を生き抜くものたちの姿を
描いた「生命の息吹き」が感じられる
30点以上の作品を展示。
　市内在住で日本画家として活動
する小山内さんの作品をご覧くだ
さい。

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
だ

い
せ
ん
日
和
５
度
目
の
県
代

表
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。３
月

号
を
手
に
し
た
途
端
、飛
び
込
ん
で
き

た
表
紙
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
。額
に

入
れ
て
飾
り
た
い
ぐ
ら
い
で
す
。

　

健
康
の
達
人
で
は
、
普
段
聞
く
こ

と
の
で
き
な
い
専
門
医
師
の
お
話
が

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
の

で
毎
回
必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
52
歳
女
性
）

目
次
が
あ
ま
り
に
も
大
ざ
っ
ぱ

す
ぎ
ま
す
。例
え
ば
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
と
あ

り
ま
す
が
、
目
次
に
書
か
れ
て
い
る
西

仙
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
記
事
は

９
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
で
は
目
次
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
神
岡
地
域　
45
歳
女
性
）

写
真
で
見
た
払
田
柵
の
冬
ま
つ

り
の
「
蝦か

い夷
ほ
た
る
」
が
と
て

も
幻
想
的
で
し
た
。冬
は
寒
い
の
で
見

に
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

来
年
は
娘
と
一
緒
に
蝦
夷
ほ
た
る
づ

く
り
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
仙
北
地
域　
35
歳
女
性
）

広
報
を
見
る
と
市
内
の
行
事
や

出
来
事
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、な
か
な
か
外
出
で
き
な
い
高

齢
者
に
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
し
ょ
う
が
、で
き
る

こ
と
な
ら
ば
行
政
用
語
な
ど
に
注
釈

を
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

　

設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
住
宅
火
災

警
報
機
の
取
り
付
け
方
法
や
取
り
付

け
場
所
な
ど
を
載
せ
て
も
ら
え
れ
ば

助
か
り
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
63
歳
男
性
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

は
、
と
て
も
簡
単
で
お
い
し

い
で
す
。材
料
も
手
軽
に
準
備
で
き

る
の
で
、
ま
た
試
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

（
神
岡
地
域　
52
歳
女
性
）

広
報
だ
い
せ
ん
日
和
が
県
の
代

表
と
し
て
５
年
連
続
で
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
の
県
代
表
に
選
ば
れ
た

こ
と
は
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
市
町
村
の
財
政
状
況

の
悪
化
を
理
由
に
広
報
紙
の
発
行
回

数
を
減
ら
し
た
り
、
発
行
を
や
め
た

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

だ
い
せ
ん
日
和
は
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら

し
て
で
も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
住

民
と
行
政
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域　
53
歳
男
性
）

寄り情報耳地域の

入賞・入選作品も展示されます
八乙女カメラクラブ写真展

　会員の自由作品や各種写真展で
の入賞・入選作品を展示します。
◆期間／４月17日（日）から

５月８日（日）まで
◆時間／午前９時～午後６時
※最終日は午後５時で終了
◆会場／道の駅なかせん「こめこ
めプラザ」
【問い合わせ】
 八乙女カメラクラブ  山崎さん
 ☎0187-57-2099

４月20日オープン
旬な野菜などを販売します
大曲花火通り産直市

　新鮮な野菜、手作り加工品など
を各種とりそろえています。ぜひ
お越しください。
◆期日／４月20日からの毎週水曜日
◆時間／午前10時30分～

午後１時30分
◆会場／ペアーレ大仙駐車場
【問い合わせ】
 農林振興課 ☎0187-63-1111
 内線244

新鮮な野菜
などをとり
そろえ、みな
さんのお越
しをお待ち
しています
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〜健やかに暮らせるまちづくり〜

Medical Chart  no.46

秋
田
県
で
は
、65
歳
以
上
の
老

年
人
口
が
28・
４
㌫
と
全
国

第
２
位
で
あ
り
、そ
れ
に
伴
い
、在

宅
で
医
療
を
受
け
る
高
齢
者
の
方

が
増
え
て
い
ま
す
。入
院
期
間
の

短
縮
や
各
種
在
宅
自
己
医
療
の
普

及
、
介
護
保
険
制
度
の
充
実
に
よ

り
、
訪
問
診
療
や
訪
問
介
護
に
よ

る
在
宅
医
療
を
受
け
る
方
が
、
今

後
一
層
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

在
宅
医
療
や
介
護
を
行
う
場
合

は
家
庭
で
廃
棄
物
が
生
じ
ま
す
。

注
射
針
等
の
鋭
利
な
刃
物
な
ど
危

険
な
も
の
以
外
に
も
、栄
養
バ
ッ
ク

や
尿
バ
ッ
ク
、各
種
チ
ュ
ー
ブ
類
や

ガ
ー
ゼ
類
が
排
出
さ
れ
ま
す
。

　
環
境
省
で
は
、在
宅
医
療
廃
棄
物

は
注
射
針
な
ど
取
り
扱
い
に
注
意

が
必
要
な
鋭
利
な
も
の
は
受
け
取

っ
た
医
療
機
関
に
返
却
し
、
医
療
機

関
で
感
染
性
廃
棄
物
と
し
て
処
理

す
る
こ
と
、
針
以
外
の
鋭
利
で
な
い

も
の
は
一
般
廃
棄
物
と
し
て
市
町
村

が
収
集
、
運
搬
し
、
処
分
す
る
こ
と

が
最
も
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
能
代
市
や
名
古
屋
市

な
ど
は
こ
の
在
宅
医
療
廃
棄
物
の

排
出
ル
ー
ル
に
従
っ
て
安
全
に
処

分
し
て
い
ま
す
。大
仙
市
の
家
庭

ご
み
を
焼
却
す
る
大
仙
美
郷
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
、
非
鋭
利
な

在
宅
医
療
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
廃
棄
物
、
感
染
予

防
な
ど
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、在
宅
医
療
を

受
け
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
が
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医療廃棄物の処理の仕方

燃やせるごみとして出せるものの例

医療機関に返却するもの／注射針、針付きのチューブ類など
（血液が残っている部分を切り取り、血液が付着していない部分は燃やせるごみへ）

市で収集・処理するもの（燃やせるごみ）／注射筒、バック類、
チューブ類、ガーゼ、脱脂綿、紙おむつなど
燃やせるごみへの出し方／容器などに残った液は捨て、汚れ
がひどい場合は水ですすいでください。（汚物はトイレで流す）
燃やせる在宅医療廃棄物を透明なビニール袋などに入れ、一
般ごみと一緒に燃やせるごみ袋に入れてください。

雁の里　仙南診療所

照 井　哲  院長
美郷町金沢西根上糠渕31-1
☎ 0187-87-8500

大 曲 仙 北 医 師 会

在宅医療廃棄物処理について

Talk about  Home medical care waste

安全に収集や運搬ができるよう、
詳しくは主治医の先生や市役所環境交通安全課環境班
（☎0187-63-1111代表）に問い合わせください。

針が付いて
いないもの

注射筒など
注射筒（ペン型自
己注射カートリッ
ジ）、経管栄養な
どの注入器

バック類
輸液・蓄尿・ストー
マ・CAPD・栄養剤
の各種バック

針が付いて
いないもの

チューブ類
吸引チューブ、輸
液ライン、CAPD
チューブなど各種
チューブ
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Health Communications 

中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから

DAISEN City Public Relations 2011.415

　市では、４月１日からの「子宮頸がん予防ワクチン
無料接種」開始に向けて準備を進めてきました。しか
し、全国的に一斉に接種が開始されたことから、急速
な需要の増大にワクチンの生産が追いつかず、現在、
ワクチンが供給不足の状況です。また、初回接種から
６カ月以内に残り２回の接種が必要なため、すでに初
回接種をした方を優先して接種を行っています。
　これらのことから、ワクチンが供給されず市の実施
時期が７月ごろの見通しとなっています。接種開始が
遅れ、みなさんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
　なお、接種にあたっては医療機関に予約の上、接種
例を参考に接種してください。
対象／市内在住の中学１年から高校３年相当の年齢
の女子
接種回数／６カ月以内に３回（①初回→②初回から１カ月
後→③初回から６カ月後）
※ワクチンは３回接種しないと充分な効果が得られません。
接種例／
７月（１回目）８月（２回目）１月（３回目）
８月（１回目）９月（２回目）２月（３回目）
※子どもの体調が良いときに接種しましょう。
接種費用／無料

　麻しん（はしか）は、伝染しやすく重い病気で、かか
った人の中には、脳炎などの重い合併症を起こす場
合があります。また、予防接種を受けずにはしかに
かかった場合、数千人に１人の割合で死亡すること
もあります。しかし、ワクチンを２回接種すること
で、ほぼ全員がはしかにかからずに済みます。
　接種は４月から６月までの間に受けることが望まし
いとされていますので、早めの接種をお勧めします。
平成23年度の接種対象者／
【第１期】生後12カ月～24カ月未満児
（満１歳になったら早めに接種しましょう）
【第２期】平成17年４月２日～18年４月１日生まれ
（小学校入学前の１年間）
【第３期】平成10年４月２日～11年４月１日生まれ
（中学１年生相当の年齢）
【第４期】平成５年４月２日～６年４月１日生まれ
（高校３年生相当の年齢）
接種期間（２・３・４期）／

４月１日から平成24年３月31日まで
接種費用／無料
※第２、３期の方には、幼稚園・保育所、学校などをとおしてお
知らせ通知と予診票を配布します。また、第４期の方には、個
人へ直接通知します。４月初めにそれぞれ配布予定です。

４月は「秋田県はしか排除推進月間」
麻しん風しん混合予防接種（MR）

接種開始が遅れる場合があります
子宮頸がん予防ワクチン接種について

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

平
成
23
年
度
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
特
定
健
診
・

各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
生
活
習
慣

を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。
市

の
健
診（
検
診
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
健
診（
検
診
）を
申
し
込
ん
だ
方
へ
】

　

検
診
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
「
各
種
健

診（
検
診
）通
知
書
」
と
「
各
種
健
診（
検

診
）お
知
ら
せ
」・「
健
診（
検
診
）日
程
表
」

を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
ま
す
。健
診（
検

診
）を
受
診
す
る
前
に
、
必
ず
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
検
査
の
た
め
の
容
器

な
ど
も
紛
失
し
な
い
よ
う
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

最
寄
り
の
会
場
で
受
診
で
き
な
い
場

合
は
、
健
診（
検
診
）期
間
中
で
あ
れ
ば
市

内
の
ど
の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

【
新
た
に
健
診（
検
診
）を
希
望
さ
れ
る
方
へ
】

　

申
し
込
み
を
忘
れ
た
方
・
転
入
さ
れ

た
方
な
ど
、
検
診
の
申
し
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
や
「
各
種
健
診（
検
診
）お
知

ら
せ
」・「
検
診
日
程
表
」
の
必
要
な
方

は
、
該
当
す
る
地
域
の
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
対
象
者
／

①
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

②
社
会
保
険
加
入
者
で
、
特
定
健
診
受

診
券
と
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

※
事
前
に
社
会
保
険
者
か
ら
の
受
診
券
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
／

健
診
通
知
書
（
ピ
ン
ク
色
の
紙
）、保
険
証
、

自
己
負
担
料
金

※23年度内に70歳になる方は、対象となっている
各検診が無料になります。積極的に受診しましょう。

各健診（検診）について
種類 対象 自己負担額

後期高齢者
健診

健診受け付け当日に
満75歳以上の方

無料
生活機能評価

65歳以上の方
結核検診
血液健診 30・35歳の方 1,000円
肝炎ウイルス
検診 40歳の方 700円

肺がん検診 40～ 64歳の方 400円
大腸がん検診 40歳以上の方 600円
前立腺がん
検診 50歳以上の男性 500円

胃がん検診 40歳以上の方 1,200円

婦人科検診
20歳以上 40歳未満
の女性、40歳以上で
偶数の年齢の女性

1,800円

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢
の方 1,800円

骨粗しょう症
検診

40・45・50・55・
60・65・70歳の女性 1,000円

特
定
健
診
と
一
緒
に
受
け
ら
れ
る
健
診（
検
診
）

特
定
健
診
と
別
日
程
の
検
診
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各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200

　世界的に穀物価格が上昇する中、小麦粉の代用として米を粉にし
た「米粉」が注目を集めています。
　中仙地域では、米粉麺と杜仲豚を使用した「中仙ドンパン焼きそ
ば」が誕生。さっぱり塩味と米粉ならではの"もっちり"とした食感で
好評を得ています。
　この本は、トルティーヤならぬ米ティーヤや蒸しパン、お好み焼
きなど、生地を寝かせる必要がなく、ダマにもなりにくい40種類の
お手軽ランチレシピを集めた内容となっています。ご覧になり、ぜ
ひお試しください。

■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ４月９日・23日（土）午前10時 30分～
協和 ４月 16日（土）午前10時～
神岡 ４月16日（土）午前11時～
西仙北 ４月23日（土）午前10時～ 11時
【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　４月23日（土）午前９時30分～ 11時
■企画展「わたしのおすすめ本コーナー」
期間／４月２日（土）から30日（土）まで
時間／午前９時～午後７時
会場／大曲図書館
■各図書館休館日／【４月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼４日＝中仙、
仙北▼６日＝西仙北▼25日＝協和【５月】▼２日＝大曲、神岡、中仙、南外、
仙北、太田▼６日＝西仙北▼30日＝協和

小
説
・
一
般
向
け
図
書

○
徹
子
ザ
・
ベ
ス
ト
／
黒
柳
徹
子

○
子
子
家
庭
の
身
代
金
／
赤
川
次
郎

○
う
か
ら
は
ら
か
ら
／
阿
川
佐
和
子

○
人
質
の
朗
読
会
／
小
川
洋
子

○
い
と
ま
申
し
て
／
北
村
薫

○
や
わ
ら
か
な
レ
タ
ス
／
江
國
香
織

○
本
日
は
大
安
な
り
／
辻
村
深
月

○
ば
ん
ば
憑
き
／
宮
部
み
ゆ
き

○
麒
麟
の
翼
／
東
野
圭
吾

○
ハ
ニ
ー
ズ
と
八
つ
の
秘
め
ご
と
／
井
上
荒
野

○
ぼ
く
か
ら
遠
く
離
れ
て
／
辻
仁
成

○
冥
府
小
町
／
澤
田
ふ
じ
子

○
カ
サ
サ
ギ
た
ち
の
四
季
／
道
尾
秀
介

○
無
花
果
の
実
の
な
る
こ
ろ
に
／
西
條
奈
加

○
華
麗
な
る
欺
き
／
新
堂
冬
樹

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
ま
ち
の
い
ぬ
と
い
な
か
の
か
え
る
／
ジ
ョ
ン
・
Ｊ
．
ミ
ュ
ー
ス

○
ほ
ん
な
ん
て
だ
い
き
ら
い
！
／
マ
イ
ケ
ル
・
エ
ン
バ
リ
ー

○
く
る
ま
か
し
ま
す
／
鈴
木
ま
も
る

○
エ
ラ
の
が
く
げ
い
か
い
／
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ダ
ミ
コ

○
お
に
も
つ
は
い
け
ん
／
梶
山
俊
夫

４
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

米粉ランチ
パスタに、チヂミに、
どんぶりになる米粉のレシピ40
（中仙図書館所蔵あり）

サカイ優佳子・田平恵美／著
（農山漁村文化協会）

中仙図書館のおすすめ

４月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 １日・金 年度初めの式
 ４日・月 定例記者会見
 ８日・金 介護認定審査会総会
 26 日・火 秋田県市長会（由利本荘市）

市長交際費 （２月１日～28日）
摘 要 件 数 金   額
弔 慰 ６ 60,000 円
慶 祝 13 94,550 円
協 賛 ４ 115,193 円
合 計 23 269,743 円

写真①／花館のサケまつりで、花館小の児童と一緒
にサケの稚魚を放流する栗林市長
写真②／東日本大震災の被害状況を確認する栗林
市長
写真③／大曲庁舎前で行われた給水に訪れた市民
に市の対応状況を説明する栗林市長
写真④／大曲消防署員と市内の被害状況などの確
認をする栗林市長

①

②

④

③



♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

介護保険料が年金から特別徴収（天引き）されているみなさんへ
介護保険料の仮徴収について

介護保険事務所からの
お知らせ

地域包括支援センターってなに？

各地域包括支援センターをご利用ください
中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

の
方
々
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る「
総
合
相
談
窓
口
」で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
（
大
曲

庁
舎
）・
東
部（
中
仙
庁
舎
）・
西
部（
西
仙
北
庁

舎
）・南
部（
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
）・協
和（
社

会
福
祉
協
議
会
協
和
支
所
）
の
５
カ
所
が
あ

り
、介
護
・
福
祉
・
医
療
・
や
介
護
予
防
な
ど

高
齢
者
や
家
族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

①
総
合
相
談
支
援
／
介
護
に
関
す
る
相
談

や
悩
み
以
外
に
も
、
健
康
や
福
祉
、
医
療

や
生
活
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し
ま

す
。「
ど
こ
に
相
談
す
る
の
か
分
か
ら
な

い
」と
い
っ
た
悩
み
も
、ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。内
容
に
応
じ
て
、適
切
な
サ
ー
ビ

ス
や
機
関
、制
度
の
利
用
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
権
利
擁
護
・
高
齢
者
虐
待
防
止
／
高
齢

者
が
、
認
知
症
な
ど
で
消
費
者
被
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
成
年
後
見
制
度
へ

の
利
用
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
身
体

的
・
精
神
的
虐
待
な
ど
、高
齢
者
虐
待
へ

の
対
応
も
し
て
い
ま
す
。

③
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
要
介

護
認
定
で
、
要
支
援
１
か
２
に
認
定
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
希
望
す
る
方
に
介
護
予
防
プ

ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

④
介
護
予
防
事
業
／
集
団
検
診
時
に「
生
活

し
て
い
く
上
で
の
身
体
機
能
」
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
し
「
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が

高
い
方
」
を
把
握
し
、
そ
の
方
々
を
対
象

と
し
た
介
護
予
防
の
た
め
の
事
業
や
す

べ
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
介
護
予

防
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）さ
れ
て
い
る

方
々
に
は
、４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月
の

年
６
回
に
分
け
て
、そ
の
年
の
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
住
民
税
の
課
税
状
況
等
に
よ
っ
て
そ
の
年
度

に
納
め
る
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
住
民
税
は
６
月
に
決
定
と
な

る
た
め
、
介
護
保
険
料
の
年
額
の
確
定
は
７
月
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
４
月
・
６
月
・
８
月
は
確
定
し
た
保
険
料
で
の
徴
収

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
前
年
度
の
年
額
を
も
と
に
し
た
仮
の
保
険
料

で
の
徴
収
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
「
仮
徴
収
」
と
い
い
ま
す
。

仮徴収 本徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

今年２月
の保険料
と同額が
特別徴収
（天引き）
されます。

前年度の年額をもとに
仮徴収（４月から８月
分）が年額の約半分と
なるように計算した額
が特別徴収（天引き）
されます。

７月に確定となった保険料額と仮徴収の
額を差し引きした額をもとに決定されま
す。確定保険料と10月以降の特別徴収
額（天引き）は７月上旬にお知らせします。
なお、仮徴収で年間保険料よりも多く支
払った場合は、後日差額をお返しします。

　

仮
徴
収
す
る
金
額
が
平
成
23

年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
し

た
金
額
と
異
な
る
方
と
４
月
か

ら
天
引
き
が
始
ま
る
方
に
は
金

額
の
お
知
ら
せ
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
23
年
２
月
の
天

引
き
額
と
変
わ
ら
な
い
方
に
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
）

　

65
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
料

が
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）

さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は

年
額
の
決
定
後
、
７
月
中
旬
に

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。（
口
座
振
替
を

申
し
込
ん
で
い
る
方
は
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
に
な
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

介
護
保
険
事
務
所
保
険
指
導
班

 

☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
１

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

地域包括支援センターでは高齢者の方々が、
地域でいきいきと暮らすことができるよう、
さまざまな支援を行っています。
お気軽に相談ください。

高
齢
者
支
援
の「
総
合
相
談
窓
口
」

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い
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乗馬スポーツ少年団
団員を募集

　馬とのふれあいで得られる人間

性や乗馬によるバランス感覚の向

上などを図りながらスポーツとし

て乗馬を楽しむほか、馬術競技選

手の育成を行います。

　体験会も行いますので、興味の

ある方はぜひお越しください。

【乗馬スポーツ少年団の活動】

対象／県内の小学４年から中学３

年までの方

活動期間／４月から11月まで
活動日・時間／【水曜日】午後６時

～８時【土曜日】午後２時～５時

※イベント等により活動できない日を除く

活動場所／ちっちゃいもの倶楽部

（太田町横沢堤田503-2）

定員／15人（各学年２～３人）
※水曜日は５人、土曜日は10人

活動費／年額30,000円（別途スポーツ
少年団保険料）

活動内容／乗馬、厩舎作業など

その他／ヘルメット、キュロット、

長靴（25,000円程度）は個人で用意

【体験会】

日時／４月３日（日）午後１時30分
～３時（当日都合が悪いという方は個

別に対応しますので相談ください）

会場／ちっちゃいもの倶楽部

内容／活動全般の体験と説明

参加費／300円（傷害保険料）
【問い合わせ・申し込み】

 乗馬スポーツ少年団事務局

 男鹿さん ☎0187-88-2268

第５回EM（有用微生物）による
生ごみ堆肥化勉強会

　「有用微生物」を活用したEM生ごみ

の堆肥化と自然農法菜園を学びます。

◆日時／４月16日（土）午前９時～正午
◆会場／女性センター

◆定員／30人
◆参加費／500円（材料費）
◆講師／川辺公雄さん（自然農法菜

園アドバイザー）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市EMによる環境浄化研究会

 太田さん ☎0187-63-6080（ファクス兼）

ひとり親家庭を対象とした
経理事務講習会

　経理事務の基礎を学んで就職・転

職条件を有利にし、生活の向上を図

ることを目的とした講習会です。

◆対象／県内在住の母子家庭の母、

寡婦、または父子家庭の父

◆受講期日／５月21日から９月10
日までの毎週土曜日

◆時間／午前10時～午後３時
◆会場／秋田県ひとり親家庭就業・自

立支援センター（秋田県社会福祉会館内）

◆定員／20人
◆受講料／無料（別途テキスト代2,520円）

◆申込期限／５月10日（火）午後３時
【問い合わせ・申し込み】

 秋田県ひとり親家庭就業・

 自立支援センター ☎018-896-1531

テーマは「難聴の克服に向けて」
聞こえのシンポジウム

　秋田大学病院人工内耳手術者の

会「かたらいの会」では、専門医師

４人による公開講座を行います。

※当日は手話通訳、要約筆記、磁気誘電

ループを用意します。

◆日時／４月17日（日）午後２時～５時
◆会場／横手市ふれあいセンター

かまくら館

【問い合わせ】

 かたらいの会 草皆茂樹さん

 ☎018-852-2047

オリジナルブローチを作りませんか

リボン刺しゅう教室参加者募集

◆期日／４月27日（水）、５月11日
（水）、５月25日（水）、６月８日（水）
◆時間／午後１時30分～３時30分
◆受講料／無料（別途、材料費2,500円
※２個制作分）

◆申込期限／４月15日（金）
◆定員／25人
【問い合わせ・申し込み】

 サンクエスト大曲 ☎0187-63-5572

親子で楽しく健康づくり
親子体力増進指導教室

◆対象／就学前（３～５歳）の幼児と

母親

◆期日／毎週水曜日（初回は４月20日）

◆時間／午後２時10分～、午後３
時10分～
◆会場／花園児童センター

◆定員／親子30組
◆保険料／600円（母親は任意加入）
◆申込期間／４月３日（日）から７

日（木）までの午後１時30分～５時
【問い合わせ・申し込み】

 花園児童センター ☎0187-63-7666

大曲太極拳同好会
無料体験参加者募集

◆期日／５月２日（月）・９日（月）・

16日（月）・23日（月）
◆時間／午前10時～正午
◆会場／サンクエスト大曲

◆講師／小西チヨさん

【問い合わせ】

 サンクエスト大曲 ☎0187-63-5572

フラワーデザインを学びませんか
市民フラワーデザイン講座

◆日時／４月13日、27日
午後５時～７時※毎月第２・第４水曜日

◆会場／はぴねす大仙（幸町）

◆受講料／無料（別途材料代1,500円）

【問い合わせ・申し込み】

 NPO法人フラワーデザイン普及協会

 栗林さん☎090-2270-6644

「アロハ・オエ」の踊りを覚えよう
はぴねすフラ

◆期日／５月12日から６月２日ま
での毎週木曜日（全４回）

◆時間／①午後２時～４時

②午後７時～９時（２コース）

◆会場／はぴねす大仙（幸町）

◆受講料／無料（各回資料代500円）

【問い合わせ・申し込み】

 はぴねす大仙  ☎0187-88-8722
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不動産鑑定評価の日
不動産に関する無料相談会

　地価公示などの標準価格、不動

産の価格、相続、税に関することに

ついての無料相談会です。

◆日時／４月13日（水）
午後１時30分～４時30分

◆会場／市役所大曲庁舎市民ホール

【問い合わせ】

 相馬不動産鑑定事務所

 ☎0187-66-1755

４月６日から12日までは
新入学（園）期の交通安全運動

　４月６日から12日までは「新入
学（園）期の交通安全運動」期間です。

　子どもの事故は「飛び出し」が最

大要因。交通ルールを守り、交通事

故をなくしましょう。

【ドライバーのみなさんへ】

○駐車車両のかげからの飛び出し

○交差点での飛び出し

○走行車両の直前・直後の横断

○チャイルドシートは体に合った

ものを正しく取り付けましょう。

【歩行者のみなさんへ】

○横断歩道を渡りましょう。

○斜め横断はやめましょう。

○道路の横断前は、しっかり右、左、右

の確認をしましょう。横断中、道路中

央では、再度左側を確認しましょう。

○夕暮れ時や夜間は、明るい服装、

反射材を着用しましょう。

【問い合わせ】

 県生活環境部県民文化政策課

 ☎018-860-1523
戦没者を慰霊するため
平成23年度慰霊巡礼

　厚生労働省では、遺族を対象と

した慰霊巡礼を行っています。詳

細は問い合わせください。

◆実施地域／旧ソ連、モンゴル、中

国、パラオ、インドネシア、ビスマ

ーク・ソロモン諸島、東部ニューギ

ニア、フィリピン、硫黄島

【問い合わせ】

 県福祉政策課保護・援護班

 ☎018-860-1319

お気軽に相談ください
無料法律相談

　相談には予約が必要です。一人で

悩まず、どんなことでもお気軽に相

談ください。

◆日時／４月14日（木）
午前10時～午後３時

◆会場／大仙市社会福祉協議会本所

◆定員／先着８人

◆申込期限／４月12日（火）
◆相談員／草薙秀樹さん（弁護士）

【問い合わせ】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

　大仙市共同募金会では、「全国
災害たすけあい」として、被災者
の方々のための災害義援金を募集
します。
　被災された方々の一日も早い復
興のため、みなさんのご協力をお
願いします。
　なお、義援金は中央共同募金会
を通じて被災地域に届けられます。

被災地の復興のために

みなさんのあたたかい
心を

４月はこの地域です
電気設備定期調査

【大曲地域】開谷地、下深井

【神岡地域】福島、蒲

【西仙北地域】小杉山、鳥井野、辰ノ

口、金山沢、上野台

【問い合わせ】

 東北電気保安協会大曲事業所

 ☎0187-63-4940

あきた子育てふれあいカード
ガイドブックの更新

　中学生以下の子どもまたは妊婦

のいる家庭に配布され、協賛店で

提示すると、そのお店が設定した

優待サービスを受けられる「ふれ

あいカード」の新しいガイドブッ

クができました。大きさが持ち運

びに便利なA5サイズになり、最新
の協賛店も載っています。

　新しいガイドブックは、小学校・

保育所・幼稚園をつうじて配布し

ます。未就園児や中学生の子ども

がいる世帯の方で、持っていない

方は、各支所市民サービス課、児童

家庭課窓口に用意してありますの

で、ご利用ください。

◆対象／中学生以下の子ども、ま

たは妊婦のいる家庭

※対象世帯でカードを持っていない方

は、各支所市民サービス課、児童家庭課

窓口でカードを交付していますので、申

し込みください。

【問い合わせ・申し込み】

 各支所市民サービス課

 児童家庭課 ☎0187-63-1111内線102

提示するとお得
なサービスを受
けられる「ふれ
あいカード」

交通事故の
ない誰もが安
全・安心なま
ちを目指し、
ドライバーも
歩行者もみん
なで守ろう交
通ルール

みんなの願い、思いを今こそ一つに
東日本大震災の義援金にご協力をお願いします

　義援金の受け付け先／
　大仙市社会福祉協議会本所、
　大仙市社会福祉協議会各支所

　【問い合わせ】
　　大仙市社会福祉協議会本所
　　☎0187-63-0277



4月1日 金 〜20日 水

大仙市の行事予定

４月のまるこのひろば

※体操教室…毎週月曜日（祝日除く）
①午前10時～②午後１時30分～
「みんなで歌おう」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

　都市再生住宅１階の子育て支援拠点施設と高齢
者生活相談所で各種イベントを行います。
【問い合わせ】まるこのひろば
高齢者＝☎ 0187-63-2544  子育て＝☎ 0187-63-2344 
日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所

16日（土）
13:30～

歌と認知症講座と年間行事計画説明
（認知症を知り、歌ってスッキリ年間の予定を構想しよう）

21日（木）
13:30～

いっしょに遊ぼう
（親子でみんな交流を） 【随時】

高齢者の生活相談25日（月）
10:30～ 誕生会（４月生まれの子）

　未就園の子どもを対象にした、各地域子育て支援
センターでのイベントをお知らせします。
※神岡と西仙北、中仙、南外、太田では４月の実施が
ありません。
【問い合わせ】各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

INFO.EV   NTSE
月の子育てイベント情報4

地域 月日 開催場所 事業名 申込期限

大曲

14日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう 12日

（火）
21日（木）
10:00～

大曲交流
センター

こいのぼり
まつり

19日
（火）

28日（木）
10:00～ サンクエスト おかあさんと

あそぼう
26日
（火）

協和 ６日（水）
10:00～ 協和保育園 一緒に遊ぼう！ ５日

（火）

仙北

20日（水）
9:30～ 仙北南

保育園

おともだち
みーつけた！

15日
（金）

27日（水）
9:30～

作って遊ぼう！
こいのぼり

22日
（金）

※申し込み状況で、申込期限前に締め切ることがあります。

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始

☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時〜午後３時

秋田県議会議員一般選挙告示
大仙市の遺跡展・新山遺跡（～ 11 月 30 日）
■午前９時～■払田柵総合案内所（無料）　▶ P.8

14／ 金

金15

火12
水13

10 日

秋田県議会議員一般選挙投開票日
■【投票】午前７時～午後７時・各投票所
■【開票】午後８時30分～・大曲体育館
あの歌この歌 in大曲
■午後２時開演■大曲市民会館・大ホール（1,000円～ 2,000円）
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  長尾歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4405
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～、午後１時～
■【家庭系ごみ】65円／10㎏【事業系ごみ】110円／㎏
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  城南堂歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-3678
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

3 日

20 水 神岡地域行政相談■午前 10 時～■神岡福祉センター

月18
協和地域行政相談■午前９時～■淀川分館
太田地域行政相談■午前９時～■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前10時～■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時～■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～■協和市民センター（和ピア）

秋田県議会議員一般選挙期日前投票（～９日）
■午前８時 30 分～午後８時
■大曲・西仙北・中仙・協和・南外の各庁舎、神岡福祉センター、
仙北就業改善センター、太田農村環境改善センター

2 土

16 土

火19

4 月

木7

5 火

仙北地域行政相談■午後１時 30 分～■紫陽花館6 水

土9

全市一斉クリーンアップ■午前中■市内各地
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  佐藤歯科クリニック（太田）☎ 0187-86-9955
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日17

木14

8 金

月11

子育ての悩みご相談ください
まるこ電話相談
0187-63-4166
午前10時～午後４時（水曜休館）

まるこの広場では子育ての悩み相談を電話で
受け付けています。お気軽に相談ください。
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

●編 集 発 行	 秋田県大仙市企画部総合政策課　☎0187(63)1111（代表）
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人　口 90,614人 （- 84）

　男 42,690人 （- 27）

　女 47,924人 （- 57）

世帯数 30,846世帯    （＋    3）

出　生   37 人
死　亡   114 人
転　入   89 人
転　出   111 人

2/28現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳

環
境
、
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
耐
震
化
の
い
ず
れ
か
の

目
的
で
行
う
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
に
住
民
登
録
し
居
住

し
て
い
て
、
家
族
全
員
が
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◆
対
象
住
宅
／
対
象
と
な
る
方
が

自
ら
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅

（
増
築
部
分
、
併
用
住
宅
の
店
舗
、
事
務

所
部
分
、賃
貸
借
住
宅
は
不
可
）

※
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
の
場
合
は

居
住
し
て
い
る
専
有
部
分
の
み
対
象

◆
対
象
工
事
／
全
体
の
工
事
費
が

30
万
円
以
上
で
、
次
の
①
〜
④
の
工

事
費
が
全
体
の
２
分
の
１
以
上
の
、

市
内
業
者
が
請
け
負
う
工
事
（
申
請

時
、未
着
工
の
も
の
）

①
環
境
対
策
／
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

い
ず
れ
か
に
接
続
す
る
工
事
に
伴

う
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、風
呂
場
、流

し
台
等
の
改
修
工
事

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
／
住
宅
の
断

熱
工
事
、
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

工
事
、
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
設
置
工
事
な
ど

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
／
床
の
段
差
解

消
、便
器
の
洋
式
化
、手
す
り
を
つ

け
る
工
事
な
ど

④
耐
震
化
／
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
化
工
事

◆
受
付
窓
口
／

 

大
曲
地
域
／
建
設
部
建
築
住
宅
課

（
大
曲
南
庁
舎
）

 

大
曲
以
外
の
地
域
／
住
宅
の
あ
る

地
域
の
支
所
農
林
建
設
課

◆
補
助
金
の
額
／
全
体
工
事
費（
消
費

税
含
）の
10
％
で
、上
限
は
30
万
円

環
境
対
策
、
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
耐
震
化

生
活
環
境
の
向
上
に
各
種
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

電
球
や
蛍
光
灯
に
比
べ
、消
費
電
力

が
少
な
く
寿
命
も
圧
倒
的
に
長

い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
、一般
家
庭
で
設
置
・
交

換
す
る
費
用
の
一部
を
補
助
し
ま
す
。

※
工
事
費
用
は
含
ま
ず
電
球
と
照
明
器
具

の
購
入
費
用
の
み
補
助
対
象

◆
対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
居
住
住
宅
用
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、ま
た
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
購
入
す
る
方

②
４
月
１
日
以
降
に
、
市
内
の
家
電
品

店
等
で
購
入
し
た
方

◆
申
請
者
／
市
内
に
住
所
が
あ
る
世

帯
の
代
表
者（
世
帯
主
以
外
で
も
可
）

※
２
度
目
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

◆
補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
２
分
の

１（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
購
入
す
る
場
合
は
上
限

１
万
円
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
購
入
す
る

場
合
は
上
限
５
万
円

◆
持
参
す
る
も
の
／
領
収
書
ま
た
は

レ
シ
ー
ト
の
原
本
（
メ
ー
カ
ー
・
型

番
・
品
番
が
分
か
る
も
の
）、通
帳（
申
請

者
名
義
）、印
鑑
、身
分
証
明
書（
運
転

免
許
証
等
）

住宅リフォーム支援

LED照明の
購入費用を補助

【問い合わせ・申請】
建築住宅課☎0187-66-4909
各支所農林建設課

【問い合わせ・申請】
 環境交通安全課
 ☎ 0187-63-1111（代表）
 各支所市民サービス課

【住宅リフォーム助成を希望する方へ】

○申請は住宅１戸につき１回限りです。平成22年度の補

助金の交付を受けた住宅は今年度申請できません。

○市と市が加入する団体等から補助金等の助成を
受

ける場合、工事費からそれらの助成を受けた部分と

交付される金額を除きます。
○「秋田県緊急経済対策住宅リフォーム緊急支援事

業

補助金」との併用は可能です。

▼
関
東
大
震
災
に
次
ぐ
被
害
を
も
た
ら
し
た
今

回
の
震
災
。映
像
で
見
る
津
波
の
被
害
の
甚
大
さ

に
、現
実
の
こ
と
な
の
か
と
目
を
疑
っ
た
。今
な
お
、

こ
の
惨
状
で
過
ご
す
被
災
者
の
方
々
の
不
安
は
、

推
し
て
知
れ
る
も
の
で
は
な
い
▼
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
か
ら
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
励
ま
し
、
応
援
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
毎
日
耳
に
す
る
。英
国
サ
ッ
カ
ー

の
名
門
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
」は"You'll 

never walk alone"

と
い
う
歌
を
被
災
地
へ
贈
っ
た
。

「
あ
な
た
は
独
り
じ
ゃ
な
い
」世
界
中
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
励
ま

し
、
力
と
な
る
▼
４
月
か
ら
仙
北
支
所
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。入
庁
以
来
３

年
間
、
取
材
現
場
や
お
便
り
で
あ
た
た
か
い
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
私
の
広
報
の
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。最
後
に
３
年
間
情
熱
を
注
い
だ
、愛
し

て
や
ま
な
い
こ
の
紙
面
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

が
ん
ば
ろ
う  

東
北 

（
ゆ
）


